
（五十音順）

番
号

校名候補 ふりがな 応募数

1 朝ヶ丘 あさがおか 1

2 丘ノ上 おかのうえ 1

3 かわうそ かわうそ 1

4 黒潮 くろしお 3

5 黒潮南海
くろしおなん

かい
1

6 高吾 こうご 1

7 高吾未来 こうごみらい 1

8 高幡 こうばん 1

9 剛勇 ごうゆう 1

10 志専 しせん 1

11 ジョン万 じょんまん 1

12 新庄 しんじょう 1

13 しんじょう しんじょう 1

14 新庄川 しんじょうがわ 1

15 しんじょう君 しんじょうくん 1

全国的に認知されている「しんじょう君」にあやかってはどうか。

須崎市は新庄川が流れており、須崎を象徴するものであるため、両高
等学校の統合にはふさわしいと思う。

高吾地域拠点校の校名候補一覧表

主な理由

すでに朝ヶ丘中学校が存在しているが、その上級学校として相応しいと
思う。

高いところにある学校なので、丘ノ上高校にした。

生徒一人一人が黒潮のように暖かい心を持った人材に育ち、社会で各
分野で活躍できるよう、なってほしいと思い考案した。

須崎市の新荘川で最後に発見されたニホンカワウソの名前を残したい
気持から。

須崎工業高等学校と須崎高等学校がある須崎市は南海に面した四国
一たる天然の良港を擁し、その先には高知県に幸をもたらす黒潮が流
れています。それらを取って校名に当てたら良いと思う。

高吾地域拠点校だから。

新統合高等学校は、対象地域を須崎から高吾地域の拠点総合高等学
校として、これまでの『須崎』から『高吾』へ、そして、新たな卒業生は未
来に羽ばたく人材になってほしい、との思いから『未来』とした。これまで
の両高等学校には、それぞれに立派な社会人を数多く輩出してるが、
少子化の影響で校区対象エリアを広げての新名称には、ご理解をいた
だけるのではないか。

生徒は高幡地域からの通学者が圧倒的に多いと考えられるので、高幡
地域の中心校であるという自負を持ち勉学に励んでもらえばと言う願
い。

剛勇とは、「ものに動ぜず強く勇ましいこと」。次々と変わりゆく世の中
に、生徒一人一人が立ち向かう強さと勇気をもってほしい。GO!YU!高校
この言葉を胸にがんばってよりよい高校生活を送ってほしい。この高校
生活が人生にとって忘れられない程良いものであってほしい。

須崎市はかわうそで有名な新荘川が流れている。

志を持った子どもが目的を持って学ぶ場であり、特徴である専攻学科を
イメージさせる校名とした。

高知で有名なジョン万次郎。外国では英、数、測量、航海術、造船技術
etc熱心に学んだと言われている。そんな学校学生を育ててほしい。

しんじょう君を校名にすることで行政と地元民が一つになると思う。ま
た、メディア等で取り上げられれば広告宣伝効果は大きく、須崎市だけ
でなく、高吾地域を全国へアピール出来る良い機会だと思う。県外から
も生徒が来るかも。先日、須崎工業がソーラーシップで連覇していると
ニュースで知ったが、色々な部活動で全国大会に出場した時には注目
されると思うし、生徒の自慢になると思う。
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番
号

校名候補 ふりがな 応募数 主な理由

16 新荘吾 しんじょうご 1

17 新須崎 しんすさき 1

18 須工 すこう 1

19 須郷 すごう 1

20 須崎 すさき 25

21 須さき すさき 1

22 すさき すさき 1

23 須崎魁誠
すさきかい

せい
1

24 須崎かわうそ すさきかわうそ 5

25
須崎かわうそ

工業
すさきかわう
そこうぎょう

1

26
須崎かわうそ

の里
すさきかわう

そのさと
1

27 須崎北 すさききた 1

28 須崎希望が丘
すさききぼう

がおか
1

29 須崎共立
すさききょう

りつ
1

30 須崎錦浦 すさききんぽ 1

須崎工業高校の校舎を使うなら、須崎高校の校名を存続するくらいの
優しさがあってもいいのではないでしょうか。

かわうそ　しんじょう君　須崎にはひらがなが似合う　すさきにしてしまう
と　高知県の人は分かるけど　全国からみると何のことか分からない

読み書きが出来、子供では目標をしっかりと持って、挨拶、礼儀正しい
常識、ルールを守れる、他人のやらない事に向う、物事は瞬きの間にお
きる、物事の先を読める事、職員の採用する時の第一条件を子供の好
きな人、全国に注目される学校に。

須崎という地名を残し、かつ、新しくスタートする学校として、県民に解り
易いと考えた。

須崎にある普通科、工業科で教育が受けれる学校として須工とした。
旧学校名の一文字だけでも使用したい考えも含まれている。

市名と現工業学科のある多ノ郷とを組み合わせたもの（統合校であると
いうことを強調するため）

これまでの両校の校名を残したい。シンプルに地名だけにして、いろい
ろの機会に全国的に場所と共に知ってもらいたい。卒業生だけでなく、
須崎市民、須崎市出身者に愛着心を持ってもらいたい。名前に工業を
つけると印象的に名前のもつイメージが狭まる気はする。 須崎高校と
いう大きな名前にしておけば、その中で社会や企業の求める卒業生を
送り出すためにいろいろな専攻科目をその時々に応じて設定しやすくな
り、またいずれ中学校を併設することになれば須崎高校としておいた方
がすわりがよい。呼び名も現在は須工、須高、須高と”すこう”と変わら
ないので、卒業生にとってもいい。工業と須高の共通点は、須崎というこ
とだから。

須崎は、日本で最後に野生のかわうそが発見された地域であり、そのこ
とを高校の名前で表現したかったから。かわうそという言葉が須崎とい
う地域と学校を結びつけるフレーズになると感じたので。

須崎の名所であり、有名だから。

「日本かわうそ」最後の生息が確認された須崎の地から社会に希望高く
巣立つ学生の学び舎であってほしい。

統合高校の場所が須崎市北部の現須崎工業高校の敷地であることか
ら公立校としてシンプルなイメージを持たせる校名とした。

両校の統合による融和を深め、学業全般の進化に期待する。また、地
域社会との一層のコミュニティを深められたい。よって、須崎共立高等
学校名こそがふさわしいと考える。

多様なカリキュラムで多方面への進路が選べる。高吾地域の拠点校と
して魁（先進・開進）の道を開く校名である。

須崎の将来を担う高校生に、何事にも希望や夢・目標を持って取り組ん
でほしいと、校名のように希望の丘になれば思い選んだ。

高吾地域拠点校という観点からみた場合、地区にあるということを重視
して（須崎錦浦）。なお、錦浦湾とは須崎湾のことをいい拠点校からの須
崎湾方面の遠望は最高であり、この場所で学ぶことのできる学生は幸
せ。



番
号

校名候補 ふりがな 応募数 主な理由

31 須崎黒潮 すさきくろしお 1

32 須崎黒潮 すざきくろしお 1

33 須崎くろしお すさきくろしお 1

34 須崎群青
すさきぐん

じょう
1

35 須崎工業
すさきこう

ぎょう
4

36
須崎工業科普

通科

すさきこう
ぎょうか
ふつうか

1

37 須崎高校工業
すさきこうこ
うこうぎょう

1

38
須崎合同工業

普通

すさきごうど
うこうぎょう

ふつう
1

39 須崎光陵
すさきこう

りょう
1

40 須崎向陵
すさきこう

りょう
1

41 須崎朔稜 すさきさくりょう 1

42 須崎産業
すさきさん

ぎょう
1

須崎市の南にある須崎湾の沖合を流れる黒潮のように、生徒たちに力
強く前に進んで生きていけるように願いをこめて。

太平洋へ羽ばたくイメージです。

須崎市の高台にあり、子どもたちの希望の光を表す校名として、ふさわ
しいと思う。

須崎市の高台に立地していること、子どもたちの希望の高台（志）に向う
姿を校名にした。

陰暦で月の最初の日、1日を朔と呼ぶ。また、隣り合う2つの面が重なり
合ってできる線を稜という。これまで地域に根づいた2つの高校が合わ
さり、須崎市に新たな歴史を刻んで行くにふさわしい校名と考え提案す
る。

一次から三次まで幅広い産業の下支えとなる人材を育成できる、工業
分野と商業分野の裾野を併せ持つ学校に育ってほしいという思いから。
ほか、産業高校と名の付く例は全国的にも見られる。とくに須崎市とドラ
ゴンボート協定を結んでいる相生市にも相生産業高校があり、今後カ
ヌー・ボート作成にあたる技術や、広告宣伝、営業にかかるスキル醸成
などに、両校の交流を通じて役立てられるのではないかと考えたから。

群青とは、紫みがかった深い青色、また、空は群青色に澄み渡るなどと
使われる。以上のことから太平洋の群青色、天空の澄み渡る群青色、
新荘川の澄みきった青い清流を、若者の素直な心、未来、希望、向上
などのイメージに託す。

雄大で力強く、高知らしい黒潮を校名に付けたらよいと考えた。

普通科と工業科を併設していることから工業科の存在を表明するため
に、「工業」は必要と考える。公立高であるので地名と学科を主張した校
名が理解されやすく、永く親しまれると考えられる。統廃合によりどちら
も無くすことには賛成できず、どちらかは残すべき。使わなくても良い経
費が出る事もデメリットの一つ。統廃合の度に新校名を付けていったら
高知の県立には伝統校はなくなる。これまでの実績や特徴、何より立地
が同じ場所でしかも県外の企業に名前が通っている須崎工業の名前を
残したほうが良い。工業高校の中の普通科や進学科も珍しくて良い。普
通科が増えただけのような気がするので今まで通りの学校名で良い。

平成の市町村合併により四万十市と四万十町が誕生したが、四万十と
言う名称のみでは、その地域が特定できないという弊害をもたらした。
高吾地区の拠点校として統合される須崎工業高校、須崎高校両校の校
名は、その存立する地域と学生が履修する学科名が単純明快に明確
化されることが、統合合併の建学の精神からも望まれるところである。

須崎高校と須崎工業の両方の名前を残し、今まで地域の中で親しんで
来られた須崎市では圧倒的に卒業者が多い両校の流れや良さを引き
つぎながら、高吾地域拠点校として発展して行ってもらいたい。両校の
関係者から理解が得やすい。

須崎合同工業にすると変だったから。



番
号

校名候補 ふりがな 応募数 主な理由

43 須崎システム
すざきしすて

む
1

44 須崎新荘
すさき

しんじょう
5

45 須崎新庄
すさき

しんじょう
2

46 須崎しんじょう
すさき

しんじょう
2

47 須崎新庄川
すさきしん
じょうがわ

1

48 須崎新生 すさきしんせい 1

49 須崎新洋 すさきしんよう 1

50 須崎新陵
すさきしん

りょう
1

51 須崎清誠
すさきせい

せい
1

52 須崎清流
すさきせい

りゅう
1

53 須崎青陵
すさきせい

りょう
1

54 須崎総合 すさきそうごう 12

55 すさき総合 すさきそうごう 2

56 須崎総合学園
すさきそうごう

がくえん
1

須崎高校は普通科であるが、須崎工業高校は各種特徴をもった工業高
校である。これから新しいカリキュラムが考えられていると思います。そ
のため、いろいろな学科に対応すべく総合という言葉を入れました。ま
た、須崎という漢字は県外では「すざき」と読まれることが多いためあえ
てかな表現にしました。

須崎高校と須崎工業共通の須崎の地名と近くの新庄川の文字を一部も
らい命名しました。須崎の文字を残すことで前身の高校の流れも分かり
やすく、新庄（川）の文字により、一層地域社会にも馴染んでもらえるの
ではないかと考えました。

「須崎」という地名と地元を象徴する「しんじょう」という名称を入れること
で、地元愛を育て地元に貢献する子供達が育っていくことを願った校
名。

普通科の他、システム工学系学科等工業科を有する、進学から就職ま
で幅広い教育を行うことのできる高等学校なので、分かりやすく名付け
た。

新しい学校→しん　新荘川→しん　しんじょうくん→しん　しんを使いたい
ので新　小高い山→陵にあるので　見晴らしのいい→　両方の学校の
両→りよう→陵　陵を使いたい。

共通の地名と近くの新庄川の文字を一部もらい命名した。須崎の文字
を残すことで前身の高校の流れも分かりやすく、新庄（川）の文字によ
り、一層地域社会にも馴染んでもらえるのではないか。二つの高校には
長い歴史や市民、卒業生からも愛着があり、校名である頭の須崎は残
すべき。須崎は国内で最後のニホンカワウソの確認された、知名度の
高い新荘川があり、「新」はこれからの新しい教育目標に向かって、
「荘」の「おごそか」（威厳を持つ）を合わせた。

学校のある須崎市を流れる川にちなんで。

須崎はどうしても残しておきたかった。 「新生」とは  「新たな人生を歩み
だしましょう！」の意味。

須崎市は清流新荘川が流れ、目の前には太平洋がひろがっている。清
く大きな志を持って、勉学に励んでいただきたいから。

須崎市の須崎と新荘川をイメージした清と誠を組み合わせた校名。

両校の歴史と伝統という時の流れを悠々の昔からの新庄川の流れを重
ね合わせました。新しい時代を担う若者達には、清く濁らず成長してい
ただきたいとの思いを込め考えた。

青い空と海、緑の丘陵。自然に恵まれ、地域に見守られて、永遠の青
春の思い出となる学園生活を大事にしてほしい。

須崎工業には色々な学科があるので、それを須崎高校とすべてまとめ
て、須崎総合高等学校。今後、新しい学科が増設される事も考慮して。
統合校の発展のため、各学部やコースで決め細やかに生徒の皆さん
や、時代のニーズに応じた教育を実施するのが良い。複数の学科があ
り人間力として総合した力を育む学校になってほしいから。普通科＋工
業科＋定時制があって、オールマイティーな学校だから。

普通高校で学ぶ内容と工業高校などの専門家が同じになる事で総合学
園とした。



番
号

校名候補 ふりがな 応募数 主な理由

57
すさき総合・工

業
すさきそうご
うこうぎょう

1

58 須崎創生 すさきそうせい 1

59 須崎創友 すさきそうゆう 1

60 須崎第一 すさきだいいち 1

61
須崎ダイバーシ

ティ
すさきだい
ばーしてぃ

1

62 須崎中央
すさきちゅう

おう
2

63 須崎南風
すさきなんぷ

う
1

64 須崎博愛
すさきはくあ

い
1

65 須崎みなと すさきみなと 1

66 須崎未来 すさきみらい 2

67 須崎山手
すさきやま

（の）て
1

68 須崎山の上
すさきやま

のうえ
1

69 須崎夢の丘
すさきゆめ

のおか
1

創造力と友愛の精神を育んでいける高校になって欲しいという思いで。

須崎高校卒業生と須崎工業高校卒業生が、統合する高校に現校名つ
けてほしいと嘆願している。しかし、両校の要望を共に叶えることは難し
く、新しい校名をつけることが最適と考える。「新しい高校の始まり、統
合後普通科と工業に関する学科を備える須崎市唯一の高等学校という
願い、そして、ここから全ての始まりという意味も込め、また学習面やス
ポーツ面、工業界等、あらゆる分野でも、一番を目指して邁進する生徒
を育成する」という思いを込めた。共に「すこう」、「こうぎょう」と呼ばれて
いた学校から「いちこう」と須崎市民、高知県民から親しみを込めて呼ば
れる学校になればと考える。

これから先いつ起こるかわからない地震の事を考えると、高台への移
動は大事だと思う。統合するなら、両方の高校の名前を大切に残したい
と思う。

これまでの校名の”地名”を残し、須崎市民、関係者が卒業生と共に愛
着心を持ち続けたい。これからの入学生に地域創生への意欲・活躍を
期待したい。

須崎市の中央部に位置しているため。 自動車道路の最寄りIC名にも
なっており、所在地のイメージがしやすくなるため。

広い心で全ての人を平等に愛する学園という意味を込めて。

工業系にも普通科にも偏らないキーワードとして、地域資源である四国
有数の「港」をひらがなで表現した。

地元に愛されている「須崎」とう地名と、高校生が希望のある未来へ羽
ばたいてほしいという意味をこめて「未来」という言葉をいれました。

「総合高校」は総合学科との誤解を招くので避けたい。高台にあり、津
波が来ても安心という感覚と、学校隣接地（下側）の地名「山手町」から
命名する。ふり仮名の「の」は、山手町の地名に準ずる。追手（前）に対
抗できる山手を目指す。

普通科と工業科の生徒が同じ学び舎に集い「多様性（diversity）」を認め
合い「人を思う力」を養い、未来へ羽ばたいていくことができる人間へと
成長できる高校を目指し、固定観念を打ち破るイメージも込めて「カタカ
ナ（英語）」を含め、「土佐人、なかなかヤリゆうねー！」と思わせる斬新
な校名とした。

海（太平洋）に近く、南からの風を受けやすい環境にあることから、ま
た、高知県のイメージにとても相応しい校名である。

須崎市の山の上にあるから。

須崎工業高等学校と須崎高等学校の統合ということから、「須崎」という
名は受けついでいったらいいと思う。新校舎は須崎の町をのぞむ高台
に建設中ということから、丘の上に建つ学校をイメージ。学校目標や
キャッチフレーズ「須崎で始まるそれぞれの夢」をもとに、須崎の丘に希
望あふれる高校生が集まり、その丘からそれぞれの夢にむけて大きく
はばたく姿をイメージしている。



番
号

校名候補 ふりがな 応募数 主な理由

70 須崎ライフ すさきらいふ 1

71 須崎立志学舎
すさきりっし

がくしゃ
1

72 須崎立志社
すさきりっし

しゃ
1

73 総合科学 そうごうかがく 1

74 津野洲崎 つのすざき 1

75 土佐黒潮 とさくろしお 2

76 土佐清流 とさせいりゅう 1

77 西 にし 1

78 錦浦 にしきうら 1

79 錦浦創造
にしきうらそ

うぞう
1

80 錦ヶ浦 にしきがうら 1

81 富士ヶ浜 ふじがはま 1

82 山の上 やまのうえ 1

83 夢ノ丘 ゆめのおか 1

合計 137

数

10

洋々たる太平洋を望み更なる土佐湾の深淵から若人を輩出する錦浦
湾、錦ヶ湾。

両校の同一の「須崎」を統合して残したい。「心」を、「未来への志（こころ
ざし）」を感じる校名にしたい。

県詞『自由は土佐の山間より』にあるように、かつて自由民権運動が始
まった土佐須崎の地から、前に拡がる太平洋の如く志を高く立てた若者
が、この学校から世界に羽ばたいてほしいとの願いを込め！

社会科学と自然科学を含む意。

奥四万十、１市４町の拠点校になり得るであろうと、古来の地名を合わ
せてつけたもの。仁淀川エリアは藩主佐川に礼をして、お城下へよる。
斗賀野峠越えて洲崎へ下ったりはしない。高幡エリアの拠点校であり得
たら、十二分。洲崎ではなく、須崎（すさき）でもよいが。

太平洋へ羽ばたくイメージ。

普通科・工業科・定時制と揃い、あらゆるニーズに応えられる高吾地域
の拠点校としてスタートする新たな高等学校は、まさに一人ひとりの「人
生を創造する場」となる。また、地域に密着した高等教育の中で、在校
生徒たちが、他のどこにもない高吾地域ならではの文化・生活「須崎ラ
イフ」を発見し、全国に発信していけるような思いを込めた。

学生は夢を持ち、その夢を叶えてほしいと思っている。夢を持つことはと
ても大事なことだと思う。その想いから「夢」を選んだ。また、津波から逃
れられる高い場所に建ててあるので、「丘」を選んだ。略しても「夢学」”
ゆめがく”とかわいいなと良いなと思う。

高吾地域拠点校に係る応募のうち無効のもの
理由

定められた様式外での応募（７）、英語表記であるため（１）、一人で複数応募（１）、年齢なし
（１）などの応募要件を満たしていないため。

この二本の川（仁淀川、四万十川）は土佐湾に流れこみ、須崎はその中
間あたりですから、決して近い川ではない。でもこの二本の川は素晴ら
しい財産。清流を守り続けておられる地元の方達の思いを、今の若者、
生徒達は充分理解し少しでもよいから何らかの形で協力し合って維持
する様に、つなげていって欲しいと思う。結果、今以上に、釣り、民宿、
ホームステイ等と人から人へのつながりも広がるのではないかと。そし
て、校風として考えてみても良いのではないかと思う。

高知県西部に位置しているため 。

現須崎工業高校から見える、海の景色が綺麗だし、晴れた日は須崎港
が美しいから。

高知県有数の錦浦湾を有する須崎市において未来を創造する若者を
育てる工業課程と普通課程を総合した高等学校をイメージした。

須崎には富士ヶ浜と言う浜があり海のイメージがあるのでぴったりだと
思う。

山の上にできるから。山の中にあるし、まわりにはきれいな緑でかこま
れているから。














